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「北海孤児院」の設立と閉院に学ぶ 
－ 北の大地で子どものいのちと明日を支えた先人に想いをよせる － 
 
                                    田中 利宗 






























































































 明治 19 年に結成し、翌年には献堂を終えた教会が孤児院の建設を計画していたところ、同
24 年 IO 月に濃尾地震が発生した。12 月に現地へ入った林竹太郎牧師はその遺児十数名を連
れ帰り、地元孤児らと集団生活を始める。協力者には伊達主従のほか、東北学院長の押川方
義や室蘭病院長赤城信一らがおり、林を院長に虻田村字セタイトシマモイに荘厳な院舎を建 
築し、明治 28 年には洞爺湖畔の未開地 600 町歩へ小作数十戸が入植した。 
 それは孤児院を農場での収益により経営しようとしたものであったが、明治 33 年の記録で
は虻田村字ニナルカの牧場で、牧草地一万五千坪、放牧地三十万三千八百坪、畑地一万五千
































   北海孤児院憲法（原文のまま） 
第一章 目 的 




第二章 名 称 
第二条  本院ハ北海孤児院卜称ス 
第三章 位 置 
  第三条 本院ノ事務所ハ北海道胆振国虻田郡虻田村字洞爺番外地二設立ス 
第四章 院 員 
  第四条 本院ノ院員タルモノハ福音主義ノ基督教会二属スルモノタルヲ要ス 本院ガ福
音主義卜認ムル処ノ教会ハ聖書ヲ以テ信仰卜行為ノ無ニノ規範ナリト信ジ且ツ
耶蘇基督ヲ以テ神性アル唯一ノ救世主ナリト信ズルモノヲ云フ  (以下、略) 
(泉隆「明治二四年に始められた社会福祉施設『北海孤児院』を資料で綴る」(室蘭地方史研究
会『茂呂欄 20 号』1986) (なお、考察者はその確認を怠っているが、北海道文化財保護協会『北



























































  (矢島浩『日本社会事業団体・施設史研究 北海道 明治編』むさしの書房.1991.18-19) 
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 記載する史資料は、片面縦約 145cm×横約 100cm である。 
 




  明治四二年   
 有珠・虻田・室蘭郡・虻田村字ニナルカ、五六〇番 
          三浦 均    七〇一〇九 
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 次に泉も論考で引用する「北海道新聞」〔昭和 54 年(1979 年)8 月 20 日(月曜日)〕の「郷土
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【史資料紹介】 
      
    
今井よね編、平沢定冶画による
「弱者の友 石井十次」の紙芝居
である。 
 「表紙」、「村のまつり」からは
じまり、「石井十次 二十八、 
癩者の死の床」、それは、「御自分
も、病氣のお體であるのに、すぐ
に見舞つておやりになりました。  
不幸な病人は、最後の願ひが叶
へられて、先生に溢れる様な感謝
を以つて、その苦しい生涯を閉ぢ
ました。」で幕をおろす。 
 「今井よね」などについては、 
室田保夫先生、菊池義昭先生、三
上邦彦先生のご研究にお導きを
いただいてください。 
 なお、この紙芝居は、本学の図
書館に所蔵されています。 
